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法 律 相 談
□ 区 役 所1 階 区民 相 談 室

相 談 日 は 、 毎 週 月 ・ 木 曜 日、 午
後1 時 ～4 時

□ 第 二 庁 舎 会 議 室
相 談 日 は 、 毎 月 第 三 水 曜 日、 午
後1 時 ～4 時

※ と も に 予 約 制( 電 話 予 約 可 能)
≪ 月2 回( 5 日 、20 日) 発 行 ≫

夜
空
に
咲く光

の
花

◎
会
場
内
外
は
、
大

変
な
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
次
の
点
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
交
通
整
理
、
警
備
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
　

▽
観
覧

は
図
1
の
観
覧
庶一で
ご
覧
く
だ
さ

い
　

▽
会
場
内
に
は
危
険
防
止
の

た
め
、
図
1
の
と
お
り
立
入
禁
止

区
域
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

絶
対
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い

▽
当
日
は
、
交
通
規
制
が
実
施
さ

れ
付
近
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
自
動
車
、
自
転
車
で
の

来
場
は
で
き
ま
せ
ん
　

▽
会
場
内

外
で
の
危
険
物
の
持
ち
込
み
、
危

険
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
　

▽
会
場
内
に
は
、
警
察
、

消
防
の
各
木
部
、
救
護
所
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
会
場

内
案
内
図
で
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
　
▽
千
住
新
鳴
、
西
新
井

橋
上
か
ら
の
観
覧
は
、
通
行
の
妨

げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
で

す
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

橋
や
堤
防
上
の
通
行
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
　
▽
懐
中
物
は
各
冂
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
　
▽
会
場
は
足

場
が
悪
い
の
で

、
足
元
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
　
▽
気
分
が
悪
く
な
っ

た
り
、
目
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
り
、

ケ
ガ
を
さ
れ
た
方
は
、
救
護
所
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
　
▽
に
わ
か
雨

に
蠑
凡
、
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
　
▽
ゴ
ミ
は
各
自
で
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い

図 Ⅰ　花 火 大 会 会 場

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

=
会
場
周
辺
道
路
が

交
通
止
め
に
な
り
ま
す
=

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
、
次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
図
H

の
黒
線
部
分
の
道
路

〈
西
新
井
橘
の
一
小
線
規
制
を
含

む
)
は
、
午
後
6
時
か
ら
1
0時
ま

で
車
の
通
行
を
禁
止
し
ま
す

▽
首
都
高
速
道
路
葛
飾
・
川
口

線
千
住
新
橋
ラ
ン
プ
の
出
入
り

は
、
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

千
佳
新
橋
専
用
出
口
も
利
用
で
き

ま
せ
ん

□
打
上
場
付
近
の
皆
さ
ん
へ

打
上
場
付
近
に
次
の
施
設
を
所

有
の
方
は

、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

危
険
物
施
設

▽
屋
外
の
胃
器
入

り
危
険
物
は
、
フ
タ
を
閉
め
、

防
災
シ
ー
ト
で
お
お
っ
て
く
だ

さ
い

▽
危
険
物
倉
庫
は
、
扉

を
完
全
に
閉
め
て
く
だ
さ
い

▽
消
火
の
準
備
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い

特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所

屋
外
に
お

い
て
あ
る
木
く
ず
な
ど
は
防
災

シ
ー
ト
を
か
け
て
、
監
視
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
船
舶
を
利
用
し
て
観
覧
す
る
方

は
お
近
く
の
警
察
署
ま
で
届
け
て

く
だ
さ
い
。

□
家
庭
で
ご
覧
に
な
る
皆
さ
ん
へ

屋
上
で
見
る
方
は
、
手
す
り
の

安
全
を
確
認
し
、
手
す
り
に
は
ひ

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
屋
上

に
仮
設
の
見
物
席
を
設
け
た
り
、

大
勢
の
方
に
一
時
貸
す
場
合
は
、

お
近
く
の
消
防
署
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
足
立
区
観
光
協

会
(
経
済
課
内
)
へ
。

第7 回
足 立の花火大会

日 時. 7/ 25( 木)午後7: 15 ～8: 45
( 雨天、荒天の場合は7/ 26)

場 所. 荒 川 河 川 敷( 干 住 新 橋 ～ 西 新 井 橋 間)

内 容.
打上花火… 1000 発
スタ ーマイン … 2800 発
仕掛花火… 2 台

図 Ⅱ　 交 通 規 制 図

今号は、8ページ! 内容もりだくさん! !

お
も
な
内
容

夏 休 み の 青 少 年 健 全 育 成 活動 ②面
中学生の主張… いじめについて私はこ う考える　ほか③面

≪子 ど も の ペ ー ジ ≫学 校紹 介 …ミ ニ 資料 館( 伊興 小)

子ど もコーナー 足 立 清 掃 工場 を訪 ねて
④⑤面

で かけて みませんか 緑 の 散 歩 道 ⑥面

福祉、保健事業案内　⑦面 募集・催しもの　⑧面

友 好 自 治

体
からの た よ り

足立区と 友好自 治体提携を結ぶ 両町
から催しもの のたよりが屈き ました 。

小 出 町

足
立
ぼ
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に

ち
は
!

小
出
町
の
夏
の
行
事
を
お
し
ら

せ
し
ま
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て

ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い

。

□
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
取
り
大
会
　

き
れ
い
な
小
出
の
川
の
中
に
放

し
た
ニ
ジ
マ
ス
を
素
手
で
つ
か

ま
え
よ
う
。
つ
か
ま
え
た
魚
は

そ
の
場
で
塩
焼
き
に
し
て
も
食

べ
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
7
月
2
8日
(日
〉、
午
後
1

時
か
ら

場
所
　
佐
梨
川
特
設
つ
か
み
取

り
池
(
小
出
小
学
校
前
)

参
加
費
　
ふ
学
生
禀
円
、
中
学

生
以
上
伽
円

□
小
出
ま
つ
り

も
の
写
真
は
小
出
ま
つ
り
の

勇
壮
な
青
年
み
こ
し
で
す
。
カ

ラ
オ
ケ
大
食

夜
店
な
ど
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
む
小
出
郷
随
一

の
大
き
な
お
ま
つ
り
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
程
　
8
月
2
5～
2
7日

問
合
せ
先
　
小
出
町
産
業
課

昔
0
2
5
7
9
叨
1
1
1
1

㈹

山 ノ 内 町
あ
な
た
も
、
足
立
ぼ
民
弓
(
ブ

ル
ー
ト
レ
イ
ン
臨
時
列
車
)
で
山

ノ
内
町
に
で
か
け
ま
せ
ん
か
。

バ
ス
で
善
光
寺
、
川
中
島
、
志

賀
高
原
、
白
根
山
、
鬼
押
出
な
ど

も
ま
わ
り
ま
す
。

□
湯
田
中
、
渋
温
泉
と
志
賀
高

原
、
浅
間
高
原
…
紅
葉
の
旅

日
程
1
0
月
2
2～
2
3日
〈1
泊
2

日
〉

宿
泊
地
　
湯
田
中
・
渋
温
泉

費
用
　
2
万
8
千
S
円
(

こ

ど
も
…
2
万
1
千
4
5
0
円
〉

く
わ
し
く
は
、
企
画
課
へ
。

大蛇 ま つ り
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地域ぐ るみで
心豊かな 子どもを育てよう

次
代
を
担
う
青
少
年
を
す
こ
や
か
に
育
て
る
こ
と
は

、
区
民
の
だ

れ
も
が
頤
う
と
こ
ろ
で
す
。
区
で
は
、
▽
地
域
ぐ
る
み
で
住
み
よ
い

社
会
の
環
境
づ
く
り

▽
青
少
年
の
社
会
参
加
の
推
進

▽
健
康
で

明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
目
標
と
し
た
青
少
年
対
策
基
本
方
針
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
青
少
年
の
健
全

育
成
活
動
お
よ
び
社
会
参
加
活
動
の
一
環
と
し
て

、地
域
の
皆
さ
ん
、

学
校
の
先
生
、児
童
生
徒
に
よ
る
地
域
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
ぷ
つ
と
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

≪
青
少
年
対
策
担
当
≫

親
と
子
の

町
ぐ
る
み
ふ
れ
あ
い

ク
リ
ー
ン
作
戦

区
、
教
育
委
貝
会
、
青
少
年
間

黽
協
議
会
、
区
内
3

警
察
署
が
主

唱
し
、
町
会
婆

に
会
の
協
賛
で

、

「
親
と
子
の
町
ぐ
る
み
ふ
れ
あ
い

ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
実
施
し
ま
す
。

実
施
団
体
は

、
出
張
所
単
位
に

設
置
さ
れ
て
い
る
青
少
年
対
策
地

区
委
員
会
で
す
。

本
年
度
は
区
内
5
地
区
で
実
施

し
ま
す
。
昨
年
度
は
第
4
地
区

、

第
1
0地
区

、
第
1
4地
区
、
第
1
7地

区

、
東
綾
瀬
地
区
で
実
施
し

、
合

計
で
1
万
5

千
鵈
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

実
施
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

◇
実
施
地
区

▽
青
少
年
対
策
第
1
地
区
委
員

会
(
第
3
出
張
所
管
内
)
▽
第
H

地
区
委
員
会
(
第
1
1出
張
所

管
内
)
▽
第
り
一
地
区
委
員
会
(
第
1
2

出
張
所
管
内
)
▽
第
1
6地
区

委
員
会
(
第
1
6出
張
所
管
内
)

▽
第
1
8地
区
委
員
会
(
第
1
8出

張
所
管
内
)

◇
実
施
時
期

7
月
1
日
か
ら
9
月
3
0日
の

期
間
に
各
地
区
委
員
会
で
I
回

行
い
ま
す
。
日
時
は
各
地
区
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。

◇
実
施
規
模

管
内
に
住
む
児
童
生
徒
は
全

員
参
加
し
、
お
と
な
も
1
世
帯

1
名
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。
学
校
の
先
生
、
関
係
行
政

機
関
も
参
加
し
ま
す
。

◇
作
業
の
内
容

道
路
の
空
カ
ン

、
空
び
ん

、

ゴ
ミ
等
を
分
別
収
集
し
ま
す
。

昨 年 の クリ ー ン作 戦
( 第4 出張 所管内)

町
ぐ
る
み

あ
い
さ
つ
運
動

区
、
教
育
委
員
会
、
青
少
年
問

題
協
議
会
が
主
唱
し
、
青
少
年
健

全
育
成
関
係
団
体
の
協
賛
に
よ
り

「『
あ
い
さ
つ
の
街
、
足
立
を
つ
く

ろ
う
』
運
動
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
。推

進
母
体
は
、
原
則
と
し
て
中

学
校
単
位
に
組
織
さ
れ
て
い
る
地

区
少
年
団
体
協
議
会
で
す
。

本
年
度
は
区
内
1
0地
区
程
度
を

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
実
施
し
、
来

年
度
以
降
は
区
内
全
域
に
拡
大
し

て
い
く
予
定
で
す
。

お
と
な
と
子
ど
も
の
結
び
つ
き

の
強
い
地
域
ほ
ど
非
行
は
少
な
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

モ
デ
ル
地
区
内
道
路
に
「
お
は
よ

う
通
り
」「
あ
い
さ
つ
通
り
」
を
指

定
し
看
板
等
を
設
置
、
ま
た
児
童

生
徒
へ
「
あ
い
さ
つ
カ
ー
ド
」
を

配
布
し
、
運
動
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

募
集
し
ま
す

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

あ
い
さ
つ
運
黔

の
推
進
に

活
用
す
る
た
め
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
募
集
し
欒
T
。

応
募
資
格
　

区
内
に
在
住
・
在
動

・
在
学
の
方

テ
ー
マ
　
あ
い
さ
つ
運
動
の
趣
旨

に
即
し
た
も
の

応
募
方
法
　
大
き
さ
は
自
由
で

す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
(
小

・
中
学
生
は
学
校
名
・
学
年
)

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

応
募
期
限
　
9

月
7
日
(
土
)
必
着

応
募
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
対
策

担
当
(
〒
1
2
0足
立
区
千
住
1
-
4
-
1
8
)

家
庭
の
日
パ

レ
ー

ド

青
少
年
の
健
全
育
成
へ
の
認
識
を
さ
ら

に
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
「
家
庭
の
日
」

「
青
少
年
健
全
育
成
の
日
」
の
設
置

を
記
念
し
て
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
!

7 月21 日(日)

午前9 時30分
( 雨 天中止)

問合せ先　青少年対策担当

足立 区 に おける 少年 非行
補
導
者
数

前
年
に
比
べ
減
少

依
然
目
立
つ

中
学
生
非
行

現
在
の
少
年
非
行
は
、
戦
後
第
3

の
ピ
ー
ク
期
と
い
わ
れ
、
そ
の

特
色
は
、
動
機
が
単
純
な
い
わ
ゆ

る
遊
び
型
非
行
、
女
子
非
行
、
暴

走
族
に
代
表
さ
れ
る
渠
団
非
行
、

シ
ン
ナ
ー
等
の
乱
用
、
非
行
の
低

年
齢
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
5
9
年
中
の
区
内
に
お
け
る

少
年
補
導
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽

非

行

少

年
(

犯
罪

・

触

法

少

年
)

は

総

数

で

千
9
3
3人

と

な

り

、
前

年

に

比

ぺ
一一一一
人

、
1
5
・
1
%

減

少

し

ま

し

た

。
5
8
年

度

若

干

増

加

し

た

非

行

少

年

は

、
5
9
年

は

大

き

ぐ

減

少

し

て

お

り
今

後
の

推
移

に

注

目

す

る

必
要

が
あ

り

ま

す

。

▽
年

齢

別
に

み

る

と

、
H

歳

と
1
7

歳

を

除

く

年

齢
で
5
8

年
よ

り

減

少

し

ま

し

た

。
特

に
1
3
歳

が
5
8

年
に

比

べ
1
3
6人

、
3
8

・
3
%

と

大

き

く

減

少
し

ま

し

た

。
過

去
3

年

間
の

統

計
を

み

る

と
1
4
歳

と
1
5
歳
の

占

め
る

割

合

が

大

き

ぺ
5
9

年

は
4
7
%

弱

を

占

め

て

り

季
y

。

▽

罪

種

別

推

移

を
み

る

と

、
5
8
年

に
比
べ
知
能
犯
が
増
加
し
、
凶

悪
犯
、
粗
暴
犯
、
窃
盗
犯
、
特

別
法
犯
が
減
少
し
ま
し
た
。

▽
女
子
非
行
は
、
5
3年
以
降
増
加

を
続
け
5
8年
は
若
干
減
少
し
ま

し
た
が
、
5
9年
に
は
1
4
6人
、
2
8

・
9
%

と
大
き
ぐ
臧
少
し
て
3
5
9

人
と
な
り
ま
し
た
。
非
行
少
年

中
に
女
子
の
占
め
る
割
合
は
、
5
8

年
の
2
2・
2
%

か
ら
1
8・
6
%

へ
と
減
少
し
ま
し
た
。
罪
種

別
に
み
る
と
、
窃
盗
犯
が
全
体

の
6
8・
8
%

と
多
数
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
5
8年
に
比
べ
甲
(

と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
特

別
法
犯
と
知
能
犯
が
増
加
し
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
欒
T

。

▽
不
良
行
為
少
年
は
。
総
数
で
5

予
9
9
3人
と
な
り
、
前
年
に
比
べ
4
9
3

人
、
9
%

増
加
し
、
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。
年
齢
別
に

み
る
と

、
中
間
年
齢
層
が
多
数

を
占
め
て
お
り
、
特
に
1
5歳
と
1
6

歳
で
全
体
の
4
9
%
を
占
め
て

い
李
歹
。

▽
非
行
少
年
と
不
良
行
為
少
年

の
総
計
で
は
、
5
8年
に
比
べ

旧
人
、
1
・
9
%

増
加
し

、
7

千
9
2
6人
と
な
り
、
過
去
最

高
と
な
り
ま
し
た
。

≪
青
少
年
対
策
担
当
≫

『 非 行 少 年 等 の 補 導 推 移 』 ( 除 く、ぐ 犯)

罪 種 別 補 導 数 前 年 比 較

(写
真
と
本
文
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
)

小
さ
な
注
意
ふ
れ
あ
う
心

少
年
を
見
守
る
親
の
目

み
ん
な
の
目

≪
区
内
3
警
察
署
≫

国際青年年記念事業

1985

青年の主張大会
Feet  up' 85

ス ポ ー ツ 大 会
参加者募集

今
年
は
「
国
際
青
年
年
」

(
I
Y
Y
)

で
す

。
区
と
I
Y
Y

推
進
協
議
会
で

は

、
I
Y
Y

記
念
事
業
へ

の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

青
年
の
主
張
大
会

論
文
募
集

応
募
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
お
お
む
ね
1
5歳
か

ら
3
0歳
ま
で
の
力
。
国
籍
は

問
い
ま
せ
ん

テ
ー
マ
　
▽
青
春
、
今
を
生
き

る
▽
私
を
変
え
た
も
の
▽
私

の
ま
ち
2
1世
紀
の
足
立
へ
の

提
言
▽
わ
れ
ら
地
球
人
(
テ

ー
マ
の
主
旨
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
れ
ば
題
名
は
自
由
)

応
募
方
法

テ
ー
マ
を
一
つ
選

び
自
分
の
主
張
を
5
分
以
内

に
発
表
で
き
る
よ
う
に
椢
字

詰
原
稿
用
紙
4
-
5

枚
程
度

に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
'

話
番
号
、
性
別
、

学
校
名
も
し
く
は
、
勤
務
先

名
を
明
記
の
う
兄
持
参
ま
た

は
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

提
出
期
限
　
9

月
2
0日

結
果
の
通
知
　
1
0
月
下
旬
頃
、

ら
募
者
全
員
に
諭
又
審
査
の

結
果
を
通
知
し
ま
す
。
な
お

入
賞
者
に
は
賞
品
、
ま
た
応

募
者
全
貝
に
記
念
品
を
さ
し

あ
げ
ま
す

※
く
わ
し
い
要
項
は
、
青
年
館
、

各
出
張
所
、
各
社
会
教
育
館
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
胃
少
年
係

青
年
の
主
張
大
会

日
時
　
1
1
月
1
7日
(
日
)
午
後
1

時
3
0分
～
4
時
3
0分

場
所
　
文
化
会
館

内
容
　
主
張
の
発
表
と
併
せ
て

特
別
審
査
員
山
本
コ
ウ
タ
ロ

ー
さ
ん
の
記
念
講
演
を
行
い

ま
す

問
合
せ
先

青
少
年
係

F
e
e
t
 
u
p
'
8
5

ス
ポ
ー
ツ
大
会

募
集
種
目
・
人
数
(
先
着
順
)
　

▽
硬
式
テ
ニ
ス

混
合
ダ
プ

ル
ス
6
4

組
▽
柔
道

段
外
4

段
ま
で
の
各
段
、
女
子
の

部

計
6
4名
▽
剣
道

四
段

以
下

、
女
子
の
部

計
6
4名

対
象
・
内
容
　
お
お
む
ね
1
5歳

か
ら
3
0歳
ま
で
の
方
。
試
合

方
法
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

日
時
　
9

月
8
日
(
日
)

場
所
　
総
合
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
(
参
加
費
劭
円
)

応
募
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
。
性
別

、

勤
務
先
か
学
校
名
、
電
話
番

号
、
テ
ニ
ス
は
テ
ニ
ス
歴
、

他
は
段
位

、
級
位
を
明
記
の

上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
内

I
Y
Y
事
務
局
(
〒
1
2
3
西
新

#
1
-
4
1
7
`
一
一
枷
1
7

7
8
)

夜
7

時
～
9
時
3
0分
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い
じ
め
、非
行
に
対
す
る

中
学
生
の
声

「
中
学
生の
主
張
を
聞
く
親の
集い
」か
ら

区教 育委員会では 、非行問題 や中学生活全般に関 する
考えを 聞こう と7 月6 日( 土) 足 立文化会館におい てF 中
学生 の主張を聞く 親の集い」を 行い ました。発表者 は7
大。全区 立中学に 呼びかけて作 文を 募集、地区ごと に発
表者を 選びまし た。 最近、非 行やいじ めが社会的な問 題
となってい ますが、 作文の内容も その題材を扱った もの
が多く。思 春期を迎え た中学生 の揺れ勣く心を聞く こと
ができ まし た。発 表者の中から い゙じ めと非行、凵 こ係わ
る3 人 の作 文を紹介し ます。 今の中学生が、どのよう な
考えを持 ち行動してい るのか、家 族や地域のみなさ んと
一緒に考え てみませ んか。
なお、紙 面の 都合で残り4 人 の主張を掲載できな かっ

たこと、 掲哉分につい ては、 かなり 要約したため 言い 足
りない部 分もあるか もし れませ んが、お許し願い ます。3
人以外 の発表者は、 次の通りで す。
( 敬称略) 渡辺和恵( 二中3 年) 飯塚一 彰( 十中3 年)

小薗詠成( 八中3 年) 藤原淑秀( 柬綾瀬中3 年)
≪ 教育委員会指導室 ≫

成

長

の

狭

間

に

ゆ

れ

て

栗
島
中
3
年
　
田
中
康
成

ク
ラ
ブ
活
動
は
心
身
の
土
台
作
り
の
場
…
…

最
近
、
い
じ
め
や
非
行
問
題
が

盛
ん
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す

。
そ
の
舞
台
は
中
学
校
が
中
心

で
、
私
が
そ
の
主
役
を
演
じ
て
も

お
か
し
く
な
い
立
場
に
あ
る
よ
う

で
す
。

先
日
の
ラ
ジ
オ
で

、
教
育
評
論

家
と
称
す
る
先
生
が
。「
非
行
を
防

止
さ
せ
る
に
は
、
生
徒
を
何
か
に

熱
中
さ
せ
る

。
つ
ま
り
、
ク
ラ
ブ

活
動
を
活
発
に
さ
せ
る
べ
き
だ
」

と
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の

言
葉
に
激
し
い
怒
り
と
屈
辱
を
覚

え
ま
し
た

。

私
は
今
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
で
連

日
、
汗
を
流
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
非
行
防
止
の
手
段
と
思
わ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
で
私
は
、
数
日
、
不

愉
快
な
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
く
ら
考
え
て
も
、

私
た
ち
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
、
非

行
防
止
の
防
波
堤
と
し
て
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
真
か
ら
バ
ス
ケ

ッ
ト
を
愛
す
る
も
の
た
ち
の
集
ま

り
だ
と
思
い
ま
す

。
日
々
の
練
習

で
も
よ
い
友
人
が
互
い
に
助
け
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
、
心
と
身
体
を
鍛

え
ぬ
い
て
い
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
高
校
、

大
学
、
社
会
人
と
歩
く
道
は
違
う

で
し
ょ
う
が
、
さ
ま
ざ
ホ
な
人
生

の
試
練
に
出
合
う
で
し
ょ
う
。
そ

の
と
き
の
た
め
に
、
今
の
う
ち
か

ら
心
身
の
土
台
作
り
だ
と
励
ん
で

い
る
の
で
す
。

も
し
、
私
か
好
き
で
も
な
い
、

興
味
も
な
い
ス
ポ
ー
ツ
に
、
強
制

的
に
い
れ
ら
れ
た
ら
、
と
て
も
続

か
な
い
し
、
苦
痛
と
屈
辱
を
背
負

っ
て
逃
げ
だ
す
の
で
は
な
い
か

。

や
は
り
、
自
分
で
判
断
し
、
納
得

し
選
ん
だ
結
果
だ
か
ら
こ
こ
ま
で

続
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
続
き
で
き
た
か
ら
こ

そ
。
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
、
良
き

友
人
、
先
生
と
知
り
合
え
た
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
勉
強
や
人

間
関
係
な
ど
い
つ
も
心
が
ゆ
れ
動

い
て
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き
友
人
、

先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
何
度

も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
学
生
に
な
る
と
、
社
会
人
の

一
員
と
し
て
一
歩
踏
み
出
し
た
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す

。
厳
し
い
制

約
と
約
東
ご
と
の
中
で
、
大
人
扱

い
さ
れ
た
り
、
あ
る
と
き
は
、
子

供
扱
い
の
間
を
か
け
ず
り
廻
り
、

神
経
を
は
り
つ
め
た
毎
日
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
と
き
に
は

だ
れ
も
い
な
い
、
自
然
の
中
に
う

ず
も
れ
、
一
日
中
友
人
と
好
き
な

こ
と
を
し
て
、
自
由
に
過
ご
せ
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
を
中
学
2
年

の
夏
休
み
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
3
人
の
友
人
と
赤
城
山

中
腹
の
草
深
い
山
小
屋
で
の
体
験

で
す
。
自
分
達
の
小
遣
い
の
中
心

ら
少
し
ず
つ
経
費
を
用
意
し
ま
し

た
。
出
発
予
定
日
ぎ
り
ぎ
り
に
な

っ
て
や
っ
と
親
の
許
し
を
得
て
、

当
日
は
、
重
い
荷
物
を
背
に
出
発

し
ま
し
た
。炎
天
下
の
も
と
1
0数

キ
ロ
の
山
道
を
必
死
の
思
い
で
歩

き
続
け
ま
し
た
。
非
常
に
苦
し
い

行
程
で
し
た
が
、
そ
こ
で
出
合
っ

た
自
然
に
感
銘
し
、
友
と
夜
お
そ

く
ま
で
語
り
あ
っ
た
事
な
ど
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
体
験
を
通
し
て
、
や
は

り
ぼ
く
た
ち
は
、
や
れ
ば
で
き
る

の
だ
な
あ
と
思
う
と
同
時
に
、
自

由
と
は
、い
か
に
責
任
が
重
く
、

厳
し
い
こ
と
か
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
親
の
大

き
な
理
解
と
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

成
功
し
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
受
験
な
ど
で
不
安

は
一
層
募
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で

も
私
は
、こ
れ
ま
で
の
体
験
で
得

た
豊
か
な
心
の
髱
を
、よ
り
大
き

く
生
か
し
て
力
づ
よ
い
歩
み
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

い

じ

め

と

自

信

渕
江
中
3
年

清
水

孝

何
か
自
信
を
つ
け
て
楽
し
い
学
校
生
活
を
…
…

私
は
、
現
在
生
徒
会
長
を
つ
と

め
、
運
動
系
の
部
活
動
に
も
入
っ

て
い
ま
す
。で
も
小
学
生
の
時
は
、

と
て
も
ひ
弱
で
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ

て
は
、
全
く
の
運
動
オ
ン
チ
で
し

た
。こ

の
よ
う
な
タ
イ
プ
は
、
み
ん

な
か
ら
一
番
嫌
が
ら
れ
る
よ
う
で

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
み
ん
な
が

や
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
仲
間
に

入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
給
食
当
番
の
時
、
私
は

た
い
て
い
お
か
ず
か
、
牛
乳
の
重

い
方
を
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。

今
に
な
る
と
こ
の
よ
う
牙

」と

こ
そ
、
い
じ
め
の
な
か
の
仲
間
は

ず
れ
の
元
で
は
な
か
っ
た
の
か
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
こ
ろ

か
ら
中
学
校
に
入
っ
た
ら
、
何
か

部
活
動
に
入
っ
て
そ
ん
な
奴
ら
を

見
返
し
て
や
ろ
う
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
、
と
て
も
練

習
が
き
つ
か
っ
た
が
、「
自
分
み
た

い
な
運
動
オ
ン
チ
で
も
真
面
目
に

や
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
れ
ば
、
最

後
ま
で
残
れ
る
ど
こ
ろ
か
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
だ
っ
て
な
れ
る
か
も
し
れ

な
い
」
と
思
い
、
が
ん
ば
っ
て
練

習
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
は

こ
の
練
習
を
耐
え
抜
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
大
き
な
自
信
を
得
た
の
で

す
。「

私
み
た
い
な
運
動
オ
ン
チ
の

人
間
で
さ
え
も
、
や
る
気
を
出
し

て
が
ん
ば
れ
ぱ
、
や
っ
て
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
ん
だ
」
と
さ
え
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
自
分
の
経
験
か
ら

考
え
て
み
れ
ば
、
い
じ
め
と
い
う

問
題
は
、
た
し
か
に
力
の
強
い
い

じ
め
つ
子
の
方
に
問
題
が
あ
る
の

は
確
か
で
す
。

し
か
し

、
い
じ
め
ら
れ
っ
子
の

方
に
も
原
因
が
な
い
と
は
、
言
い

切
れ
ま
せ
ん
。
い
じ
め
つ
子
の
方

を
注
意
し
て
も
そ
れ
で
い
じ
め
が

な
く
な
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
し
、

注
意
の
し
す
ぎ
で
い
じ
め
つ
子
の

方
が
先
生
に
反
感
を
も
っ
て
し
ま

い
非
行
に
で
も
走
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
す
。

つ
ま
り
、
い
じ
め
を
な
く
す
た

め
に
は
、
い
じ
め
つ
子
を
注
意
す

る
だ
け
で
な
く
、
い
じ
め
ら
れ
っ

子
の
方
に
阿
か
自
信
を
つ
け
さ
せ

て
ほ
し
い
の
で
す
。

私
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で
自
信
を
つ

け
た
よ
う
に
、
勉
強
で
も
、
ス
ポ

ー
ツ
で
も
何
で
も
い
い
か
ら
、
取

り
組
ま
せ
て
み
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

阿
か
に
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、

興
味
を
持
ち
は
じ
め
、
長
続
き
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て

、
自
信
が
つ
け
ば
そ
れ

は
お
の
ず
と
表
面
に
出
て
き
ま

す
。
つ
ま
り
明
る
く
な
る
わ
け
で

す
。
明
る
い
生
徒
に
い
じ
め
ら
れ

つ
子
は
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
先
生
や
親
は
、
そ
の
生

徒
の
こ
と
を
支
え
て
や
っ
て
ほ
し

い
の
で
す
。

こ
れ
ま
で

書
い
て
き
た
こ
と

は
、あ
く
ま
で
も
私
の
考
え
で
す
。

い
じ
め
が
簡
単
に
な
く
な
る
と

は
思
え
ま
せ
ん
。
で
も
、
い
じ
め

や
非
行
の
問
題
は
、
生
徒
と
先
生

と
親
が
協
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば

解
決
で
き
な
い
こ
と
だ
と
私
は
考

え
ま
す
。

い じめの問題 につい て
私はこう考える
江南中1 年　高根沢京子

い じめ る人は 心を広 く して … …

最
近
、
い
じ
め
の
問
題
が
多
い

が
、「
い
じ
め
る
側
」
は
、
罪
の
意

識
も
も
た
ず
、
た
だ
遊
び
半
分
で

お
も
し
ろ
か
っ
て
や
っ
て
い
た

り
、
ま
た
、
友
達
が
や
っ
て
い
る

か
ら
、
な
ん
と
な
く
や
っ
て
い
た

り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
原
因
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す

が
、「
や
ら
れ
る
側
」
の
人
は
、
ど

ん
な
に
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る

で
し
ょ
ろ
か

。

「
い
じ
め
」
に
よ
っ
て
、
自
殺

を
考
え
る
人
も
い
ま
す
。
「
い
じ

め
」
は
、
友
達
ど
う
し
で
や
る
も

の
だ
か
ら
、
い
じ
め
ら
れ
る
ほ
う

か
自
殺
を
図
つ
た
な
ら
ぱ
、
い
じ

め
た
人
は
結
局
、
友
達
を
殺
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。「
凶
器
を
使
わ

な
い
か
ら
、
殺
し
た
こ
と
に
は
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か

」
と
思
う

人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

の
人
だ
け
を
軽
蔑
の
目
で
見
た

り
、
そ
の
人
だ
け
に
き
つ
い
態
度

(
言
葉
づ
か
い
)
を
と
っ
た
り
す

る
こ
と
が
、
り
っ
ぱ
な
「
凶
器
」

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

。

私
の
ク
ラ
ス
に
も
い
じ
め
が
あ

り
ま
し
た

。
ど
の
よ
う
に
い
じ
め

る
か
と
い
う
と
、
他
の
友
達
と
平

等
に
扱
わ
な
い
。
仮
に
そ
の
人
を
Y

さ
ん
と
す
る
と
、
そ
の
Y
さ
ん

は
み
ん
な
に
仲
間
は
ず
れ
に
さ

れ
、多
数
の
男
子
は
Y

さ
ん
に
「
こ

っ
ち
へ
寄
る
な
」
と
言
う
。
岔
わ

れ
た
Y
さ
ん
は
悲
し
そ
う
で
し
た

が
、
口
答
え
を
し
て
は
ね
返
し
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
ん
な
日
が
何
日
も
続

い
た
あ
る
日
、
あ
る
男
子
か
ら
い

じ
め
ら
れ
た
Y
さ
ん
は
、
泣
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
こ
と

が
心
の
中
で
爆
発
し
て
し
ま
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
こ
と
を
き
っ

か
け
に
班
長
会
で
話
し
合
い
、
班

長
全
員
が
先
頭
に
立
ち
、
ま
た
ク

ラ
ス
全
員
の
問
題
と
し
て
絶
対
に

い
じ
め
を
し
な
い
よ
う
に
取
り
く

ん
で
い
ま
す
。

い
じ
め
を
や
る
人
は
、
い
っ
た

い
ど
ん
な
人
な
の
だ
ろ
う
か
。
お

そ
ら
く
い
じ
め
を
す
る
人
は
、
自

分
か
い
じ
め
ら
れ
た
こ
と
の
な

い
人
だ
ろ
う
。
自
分
が
い
じ
め

ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
つ

ら
い
こ
と
が
分
か
る
の
で
、「
や

ら
れ
た
ら
き
っ
と
い
や
な
気
持

ち
に
な
る
だ
ろ
う
な

」
と
相
手

の
立
場
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る

か
ら

、
や
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

で
も
逆
に
、
「
自
分
が
や
ら
れ

て
、
し
ゃ
く
に
さ
わ
る
か
ら
友

連
に
や
っ
ち
ゃ
え
」
と
い
う
人

が
い
る
。
そ
う
い
う
人
は
友
達

の
少
な
い
人
だ
と
思
う
。
注
意

し
て
く
れ
る
相
手
が
い
な
い
か

ら
、
自
分
勝
手
な
こ
と
を
し
て

し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
心
の
せ

ま
い
人
で
は
な
い
か
と
思
う
。

心
の
せ
ま
い
人
は
、
い
じ
め
る

こ
と
し
か
考
え
ず
に
、
や
ら
れ

た
ら
ど
う
い
う
気
持
ち
に
な
る

か
と
い
う
こ
と
ま
で
考
え
ず
に

行
動
す
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
「
い
じ
め
」
は
な

く
な
る
だ
ろ
う
か
。
私
な
り
の
解

決
法
は
…
…
。

(
1
)
い
じ
め
て
い
る
人
が
、だ
ん

だ
ん
心
を
広
く
し
て
い
き
、
い

じ
め
る
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て

行
動
す
る
の
で
は
な
く
、
人
に

役
立
つ
こ
と
を
考
え
、
注
意
す

る
ほ
う
に
ま
わ
る

。

(
2
)
い
じ
め
ら
れ
る
人
は
、自
殺

な
ん
て
こ
と
は
忘
れ
て

、
自
分

の
欠
点
を
直
し

、
友
達
を
た
く

さ
ん
つ
く
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
れ
ば
友

達
同
志
の
「
い
じ
め
」
は
な
く
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お子さんのことでお悩 みの方

相談して みませ んか

教 育 相 談

( 教育相談とはどのようなものか
内容を艇t介します)

教育相談による 心理指導 のひ とつ 「箱曜療
法」で、子ど もが表現した心 の内側です。
「いつも、け んかぽかりし ていてどうした

らよいかわ から ない… … 」

◎
教
育
相
談
っ
て
な
ん
で
す
か

▽
最
近
、
登
校
拒
否
、
自
閉
症

の
子
ど
も
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ

・
新
聞
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

教
育
相
談
と
は
、
子
ど
も
の

も
つ
教
育
上
の
闘
題
に
つ
い
て

相
談
を
う
け
、
心
理
指
導
等
、

専
門
的
立
場
か
ら
の
助
言
、
指

導
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
弌

◎
教
育
相
談
は
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
か
。

▽
学
校
で
…
…
小
、
中
学
校
で

は
、
教
育
上
の
配
慮
の
も
と
に

児
童
・
生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
解
消
に

努
め
て
い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
も
つ
悩
み
や

困
難
を
除
き
、
充
実
し
た
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
先
生
方

は
常
に
心
を
く
ば
り
ま
す
。

自
分
で
考
え
、
判
断
し
、行
動

す
る
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
、

思
い
や
り
の
心
を
も
つ
、
人
間

性
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
に
教
育
相
談
は
重
要
な
役
創

を
は
た
し
て
い
ま
す
。

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
で
…
…
教
育

相
談
係
で
は
、
こ
の
学
校
で
の

教
育
相
談
と
と
も
に
、
教
育
上

の
問
題
を
も
つ
子
ど
も
の
相
談

指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

l
樊
表
S
Q
t
ゆ
嘛
兪

終
了
畧
皆
t
趾
齏
早

ど
も
の
問
題
家
業
M
'

行
動
、
進
路
に
関
す
る
こ
と
、

ま
た
子
ど
も
り
心
の
な
や
み
な

ど
)
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
と
脳
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
保

護
者
の
方
ヽ
孔
1
:

を
氷

く
だ
さ
い
。
面
接
の
日
を
お
約

東
し
ま
す
。

心
理
や
こ
と
ば
の
専
門
職
、

教
職
経
験
の
深
い
教
育
相
談
員

が
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

問
題
に
よ
っ
て
は
、
セ
ン
タ

ー
に
通
所
し
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

相
談
は
、学
校
、児
童
相
談
所

な
ど
と
運
絡
を
と
り
な
が
ら
、

必
要
な
場
合
は
、
他
機
関
の
紹

介
も
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。

□
教
育
セ
ン
タ
ー
　
竹
の
筱
2
-
2
5
1
2
1
　
8
5
9
9
5
3
1

月
～
土
瞳
日
　
午
前
9
時
～

午
後
5
時
(
土
曜
日
は
正
午

ま
で
)

□
教
育
相
談
東
部
分
室
　
東
和
1
1
1
7
-
1
2

北
三
谷
小
学

校
内
　
　
6
2
0
5
9
0
0月

～
金
曜
日

午
前
9
時
～
4

時
※
こ
の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
い

ま
す
。
専
門
教
育
相
談
員
が
電

話
を
通
じ
て
助
言
を
し
ま
す
。

捌
7
8
6
7
(
公

ヨ
ナ

ヤ
ム
ナ
)

火
～
金
曜
日
　
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

いじめ110番! !
小・中学生の みなさん!
いじめら れて困ってい ることが
あ れば電話 をし ましょう

電話( 882) 1170
教育委員会指導室分室

※
時
間
は
午
前
9
時
～
5

時
(
土
曜
は
正
午
ま
で
)

年度別相談件数 ( 就 攣相謚除)

( 　) は東部分室扱4垪曷

電話教育相談受付状況( 59. 4～6a. 3)
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子どもコーナー

ちび
っ
こ

ル ポ

清潔な暮らしを守る
足立清掃工場

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
で
る
ご
み
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

足
立
区
と
そ
の
ま
わ
り
の
区
か
ら
運
ば
れ
た
、

も
え
る
ご
み
を
処
理
し
て
い
る
足
立
清
掃
工
場

(陬
吊
木
笥
4
T
扈
)
を
た
ず
ね
て
、
そ
の
し
く

み
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
タ
ー
は
、
渕
江
第
二
小
学
校
4
年
生

の
6

人
の

皆

さ
ん
で

す
。

わ
あ
ー
高
い
な
あ

極
郊
の
高
さ
は
跏
メ
ー
ト
ル
。

区
内
で
は
ぺ
靫
高
い
鯲
粃
で
す
。

こ
の
中
に
は
、
4
本
の
東
邦
が
入

っ
て
い
て
、
そ
の
ま
わ
り
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
お
お
っ
て
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
、ま
ず
こ
こ
へ

清
掃
E
叫
へ
は
毎
日
、
収
災
巾
瀟
～
鳶
台
分
の
ご
み
が
運
ぱ
れ

ま
す
。

ご
み
パ
ン
カ
は
、
こ
の
襲
め
て
き
た
ご
み
を
、
も
や
す
ま
で
の

間
た
め
で
お
く
所
で
す
。
ご
み
の
に
お
い
が
も
れ
な
い
よ
う
に
、

ご
み
を
入
れ
る
と
き
以
外
は
、
と
び
ら
か
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
ク
レ
ー
ン
は
、
バ
ン
カ
の
ご
み
を
娩
却
炉
に
移
す
と
き
に

使
い
ま
す
。
ひ
と
つ
か
み
で
、
だ
い
た
い
収
集
巾
3
台
分
で
I
。

▼ ご みパンカにごみを入れているところ

▲
ご
み
バ
ン
カ

オットー、熱い

こ
の
小
で
ご
み
か
し
え
て
い
ま
す
。
温
ぼ

は
限
暖
か
ら
籾
度
で
す
。
工
場
に
は
4
台
の

焼
却
炉
か
あ
っ
て
、
い
い
し
使
っ
で
い
る
刀

は
、
3
台
で
す
、
1
卜
に
ぷ
ト
ン
も
や
す
こ

と
か
で
き
、
任
だ
け
で
な
く
、
戊
や
日
曜
卜

・
祝
卜
も
休
ま
ず
に
勦
い
で
い
ま
す
。

▼ 焼却炉

工
場
の
頭
脳
が
集
ま
っ
て
い
ま
す

ご
み
を

も
や

す
焼

却
炉

を
動

か
し

た
り

、
か

ん
し
を
す
る
所
で
す
。
工
場
内
の
機
械
が
正
し

く
働
く
よ
う
に
、
こ
の
中
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
ま

す
。
モ

ニ
タ
ー
一
7
レ

ビ
に

は

煥
紅

炉
の

中
で
も
え
で
い
る
ご
み
か
写
っ
て
い
ま
し
た
。

▲
中
央
制
御
窒

ごみを もやし た熱 を利用

ごみをもやした畔にでる熱を利用して、老入会鹸や丱
童館を暖房したり、温水プールの水をあたためたりして

います。このようにお年寄りがくつろいだり、私たち区
民の体カの而正に役立っでいることにおどろきました。
ま た 、 発 電 樋 が あ っ て 、 発 電 し た 電 気 は 工 撮 の 中 で 秡

われ、あまった希叺は東京電力へ送られます。

▼ 温水プ ール

た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た

足
仗
区
で
は
厂
ほ
卜
駕
ト
ン
の
ご

み
が
出
ま
す
。
こ
の
う
ち
沺
ト
ン
か

冊
掃
匚
場
で
も
や
さ
れ
、
残
り
の
鷸

ト
ン
か
東
京
湾
の
う
め
た
て
地
へ
運

ば
れ
る
そ
う
で
す
。

柚
柚
工
場
で
ご
み
を
し
や
す
と
、

ご
み
と
い
っ
し
ょ
に
、
ば
い
き
ん
や

に
お

い

も
も
や

し
て

し
ま

う
の

で
衛

生
的
に
も
す
ぐ
れ
で
い
ま
す
。

娩
却
炉
の
中
を
み
た
と
き
は
、
令

き
カ

ン
や

鉄
ク

ズ
な

ど
の

も
え

な

い

ご
み
も
ま
じ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
え

な
い
も
の
が
入
る
と
、
ご
み
が
も
え

に
く
く
な
っ
た
り
、
む
だ
な
お
金
も

か
か
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
も
や
す

と
公
山
の
川
因
に
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

分
別
収
集
の
大
切
さ
か
わ
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
き
ち
ん
と
分
け

て
ご
み
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
I
'
d
記
者

一
同

屬
翕
業
務
係
最
さ
ん

松
森
工
場
長
さ
ん

高
欄

由
美

さ
ん

秋
葉
僅
一
君

間
鳥

軸
美

さ
ん

鴻
巣
誉
理
驟
長
さ
ん

相
原
千
夏
さ
ん

山
本
一
之
遣
君

案
内

し
て
い
た

だ
い
た

飯
田
さ
ん

中
山
刷
和
君

ご
み
の

ゆ
く

え

普
通
ご
み

(
も
え
る
も
の
)

粗
大
ご
み

分
別
ご
み

(
も
え

な
い

も
の

も
や
し
て
は
い
け
な
い
も
の
)

区別収集 量
( 1日あたり・トン)

カ
ッ
パ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
お
話

(
千
住
地
区
に
伝
わ
る
語
り
伝
え
)

川
や
池
な
ど
の
危
険
な
と
こ
ろ

に
カ
ッ
パ
の
絵
が
荐
い
て
あ
る
の

を
よ
く
み
か
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
そ
の
近
く
で
避
ん
で

い
る
と
「
カ
ッ
パ
に
引
き
込
ま
お

る
の
で

あ

ぷ
な

い
」
と

い
う

、
注

應
の
た
め
で
す
。

む
か
し
、
区
内
の
f
ど
も
た
ち

は
、
今
み
た
い
に
プ
ー
ル
な
ど
が

な
か
っ
た
の
で
、
川
や
池
な
ど
で

冰
い
だ
り
し
た
も
の
で
し
た
。

F
ど
も
た
ち
が
、
外
へ
遊
び
に

行
こ
う
と
す
る
と
、
お
母
さ
ん
は

口
ぐ
せ
の
よ
う
に
「
川
の
近
く
で

遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
も
し

行
く
よ
う
な
こ
と
か
あ
っ
て
も
川

の
巾
に
入
っ
で
は
い
け
な
い
よ
。

カ
ッ
パ
に
お
し
り
に
あ
る
し
り
f

E
を
抜
か
れ
る
か
ら
」
と
、
お
ど

か
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
夏
に
な
る
と
f
ど

も
た
ち
は
川
で
泳
ぎ
、
そ
の
う
ち

の
鯏
人
か
か
ホ
の
ぎ
せ
い
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
力
″

パ
の
し
わ
ぎ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
そ
ん
な
悲
し
い
で
き

ご
と
が
起
ら
な
い
よ
う
に
と
、
多

く
の
家
庭
で
は
、
力
で
(
の
好
物

で
あ
る
キ
ュ
ウ
リ
に
r
ど
も
の
名

前
を
耽‥い
て
、
鳩
の
L
か
ら
「
カ

ッ
パ
樣
、
ど
う
か
今
1
の
夏
も
、f

ど
も
が
水
の
小
故
に
あ
い
ま
せ

ん
よ
う
に
」
と
い
い
な
が
ら
川
に

流
し
た
そ
う
で
す
。

※
カ
ッ
パ
は
和
七像
圭
の
爿
物
て
F

ど
も
の
形
を
し
、
頭
の
卜
に
あ

る
酊
に
水
を
た
く
わ
え
て
い
ま
す
。

水
陸
両
方
に
什
み
、
ほ
か
の
動
物

を
水
中
に
引
き
入
れ
て
爪
を
吸
う

と
い
わ
れ
で
い
ま
す
。

学 校
訪問

伊 興
小学

校

ミニ郷土資料館

伊
興
小
学
校
に
は
、
占

い
農
機
具
や
む
か
し
の
学

校
の
資
料
を
集
め
た
教
令

が
あ
り
ま
す
。

農
機
具
で
は
、
昭
和
3
0

年
代
に
使
わ
れ
た
「
と
う

み
」
や
、
米
だ
わ
ら
を
は

か
る
「
天
ぴ
ん
」
な
ど
が

眞
一冴
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
関
係
で
は
、
戦
争

の
と
き
に
疎
開
し
た
写
奥

や
む
か
し
の
教
科
書
な
ど
、

め
ず
ら
し
い
も
の
か
あ
り

ま
す
。

資
科
は
、
あ
わ
せ
て
川

点
以
L
あ
り
、3
年
生
の

勉
雌
に
役
茫
で
て
い
ま
す
。

こ
の
展
示
室
は
、
ほ
か

の
学
校
の
児
童
や
一
般
の

人
に
も
開
放
し
で
い
ま
す
。

▲
郷
土
2
フ
フ
の
児
鑼
が
わ
ら
じ
づ
く
り
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出かけ てみませんか

み ど り の 散 歩みち
区内にも、あなたの身近かに、こんなに緑があります。夏の暑さ

に負けないで。みどりの風に吹かれて森林浴してみませんか。木々
のざわめき、小鳥のさえずり、風のささやき………きっと心も体もリ
フレッシュするでしょう。

▲
垳
川
遊
歩
道

護
岸
改
修
工
事
の

時
、
堤
防
の
自
然
を

残
し
、
遊
歩
道
を
つ
く
り
ま
し
た
。
延
長
6
4
0
aの
自

然
遊
歩
道
を
散
歩
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
(六

木
3
r

凵
垳
川
岸
、
亀
有
駅
北
口
か
ら
東
武
バ
ス
六

ツ
木
都
庄
行
終
点
下
車
)

▲
見
沼
代
親
水
公
園

か
つ
て
の
農
業
用
水
路

を
利
用
し
て
全
長
千
3
S

の
公
園
と
し
て
復
活
。
夏
に
は
水
遊
び
や
緑
陰
と
四
季
折
々
の
風
哂

が
楽
し
め
る
、
区
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
す
。
(
舎
人
3
r

目
付
近
、

竹
の
塚
駅
西
目
か
ら
東
武
バ
ス
舎
人
ニ
ツ
僑
行
終
点
ド
耶
)

▲
花
畑
記
念
庭
園

回
遊
式
の
緑
の
小
径

を
逐
る
と
水
面
に
落
ち

る
陬
に
出
ま
す
。
渓
流
の
音
に
耳
を
傾
け
、
池
を
渡
る
涼
風

に
吹
か
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
茶
室
の
あ
る
確
花
亭

が
、自
然
と
調
和
し
て
い
ま
す
ぺ
花
畑
4
丁
目
4
0番
、竹
の
。塚

駅
東
口
か
ら
東
武
バ
ス
花
畑
団
地
行
団
地
入
口
下
車
3
分
)

▲
諏
訪
木
第
一
公
園
付
近

諏
訪
木
啝
公

園
、
西
中
第
一

公
園
と
続
く
、
延
長
口
に″
の
み
ど
り
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
木
々
の
葉
ず
れ
の
a

、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が
、
き
っ
と
あ
な

た
の
心
に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
(西
新
#
I

ド
川
2
9

番
付
近
、
西
新
井
駅
西
口
か
ら
東
武
バ
ス
流
通
セ
ン
タ
ー
行
足
皀

工
業
高
校
前
下
車
5
分
)

▲ 元 渕 江公園
約4 び㎡の圃
内には、ウーハ
ールーバー、く
じゃくのいる生
物館、鳥小屋や
コイ・フナの釣
れる釣り池かあ
って、楽しめま
す。保木間2 丁
目17乕、竹の塚
駅啝囗から都バ
ス北千住駅行保
木閧1 丁目下車

5 分)

▲

し
ょ

う
ぶ
沼
公
園

昏
に
は
桜
が
、

1叨
匯
に
は
、
約
4
千
畩

の
し
ょ
う
ぷ
か
咲
き
ほ
こ
り
ま
す
。
木
々

が
ざ
わ
ぬ
ぐ
、
2
万
8
千

。aの
取
地
賎

孅
七
の
そ
ば
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
ま
嶌

(
谷
中
2
7

目
4

番

、

北
咏
鵺
駅
下
邯
1

分
)

▲ 東綾瀬公園 峻瀬駅近くから
大きな弧を描い

た、延長約211 、15 万6 千㎡の荘 大なグリ ー
ン ベルト 。涼しい木陰で 読書はいかがですか。
き っと心をなご ませてく れます。(管理事 務所
・柬綾瀬3 丁目4 番、 綾瀬駅下車)

都市農業公園 ▼花卉と野英の
畑、温室、果樹
園、水田などがあり、古民家が復現されています。ジュ
ータンのような芝生のコミュニティ広場は、裸足になる
ととてもさわやかな気分になります。約4 万4700㎡。自
然が語りかけてくれるやすらぎの場です。鹿浜2 丁目44

番、西新井駅西口から東武バス都市農業公園行終点下瞰)

自
然
と
ふれ
あ

う

緑
の
散
歩
マ
ッ
プ

作

品

募

集

中

自
然
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

応
募
規
定
　
▽
ア
マ
チ
ュ
ア

に
限
る
　
▽
昭
和
5
9年
9

月
1
日
か
ら
昭
和
6
0年
8

月
3
1日
ま
で
に
、
区
内
で

撮
影
し
た
自
作
禾
発
表
の

も
の
　
▽
規
格

カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
、2
L
(

キ
ャ

ビ
ネ
相
当
)
～
4
ツ
切
ふ

ち
な
し
、
台
紙
無
用
　

▽

応
募
点
数
に
制
限
な
し
　

▽
入
質
は
I
人
―
貧
と
す

る
　
▽
入
賞
作
品
の
ネ
ガ

を
扱
出
し
、
そ
の
便
用
権

は
区
に
帰
属
(
作
品
は
返

却
せ
ず
)

賞
　
推
せ
ん
I
点
、
特
選
―

点
、
入
選
1
0点
、
佳
作
2
0

点
提
出
先
　
区
役
所
緑
化
係
、

区
内
写
真
材
料
商
業
協
同

組
合
加
盟
カ
メ
ラ
店

問
合
せ
先
　
緑
化
係

切
り
替
え
を
お
忘
れ
な
く

外

国

人

登

録

証

明

書

今
年
は
、
外
国
人
登
録
証

明
書
の
大
量
切
ひ
替
え
の
年

で
す
。
ご
自
分
の
切
り
齡
え

日
を
確
認
の
う
べ

直
接
本

人
が
手
続
き
を
し
ア
こ

だ
さ

い

。

切
替
期
間
　
切
ひ
酋
え
最
終

日
の
3
0日
前
か
ら
蘰
終
日

ま
で

必
要
な
も
の
　

▽
外
国
人
登

録
証
明
一
　

▽
写
真
2
枚
(

最
近
―
ヵ
月
以
内
の
も

の
)
　

▽
旅
券
(
お
持
ち

の
方
だ
け
)

切
替
・
閥
合
せ
先

外
国
人

登
録
係

家

屋

等

を
新
築
・
改
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
地
域
内
に

家
屋
等
を
新
・
改
築
さ
れ
た

方
は
、
住
所
を
つ
け
る
た
め

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
正

し
い
住
所
が
付
け
ら
れ
ず
、

転
入
・
転
居
届
が
で
孝
ま
せ

ぺ

届
け
出
に
は
、
建
築
確

認
書
一
式
と
印
か
ん
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

。

届
け
出
・
問
合
せ
先
　

住
居

表
示
係

水洗化が可能

になり ました

右
ド
表
の
水
洗
化
可
能
地

域
に
お
住
ま
い
の
方
に
は
、3

年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

供
用
闘
始
日
　
5

月
1
3日

問
合
せ
先
　
下
水
道
局
小
菅

支
所
(
　

似
8
8
2
2
)

、

区
役
所
下
水
道
課
(
　
‘
8
8
9
6
1
6
1
)
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福祉 事業
あん な い

ご
利
用
く
だ
さ
い

生
業
資
金
の
貸
付

貸
付
対
象
　
一
般
の
金
融
機
関
か

ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

で
、
こ
の
資
金
を
借
り
鷽
け
る

こ
と
に
よ
り
、
独
立
の
生
計
を

立
て
ら
れ
る
方
で
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住

▽

原
則
と
し
て
世
帯
主

▽
事
業

の
拡
充
、
ま
た
は
新
規
と
し
て

開
業
寸
色

▽
住
民
税
を
滞
納

し
て
い
な
い

▽
確
実
な
連
帯

保
証
人
を
1
名
つ
け
る

貸
付
限
度
額
　
1
0
0万
円
(
1

世
帯

あ
た
り
)

利
率
　
年
3
・
6
5
%
(
据
置
期
間

中
は
無
利
子
)

返
済
方
法
　
5
0
回
均
等
返
還
(
6

ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法
　

申
込
用
紙
を
本
人
が

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
各
出
張
所
に
も
あ
2

チ

。

申
込
期
限
　
7

月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先
　
援
護
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

お
年
寄
り
の
生
活
実
態
調
査

老
人
生
活
実
學
意
識
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
と
も
な
い
、
区
内
の
お
年
寄
り

の
生
活
実
態
と
意
識
を
調
査
し
、

今
後
の
老
人
楜
祉
施
策
の
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。

調
査
は
、
一
般
老
人
調
査
、
寝

た
き
り
老
人
調
査
な
ど
で
、
対
象

者
は
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
七

為
に
抽
出
し
ま
す
。

調
査
票
の
配
布
・
回
収
は
'
f
a

生
委
員
が
行
い
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
方
は
、

ご
協
力
を
お
J
い
し
ま
す
。

調
査
期
間
　
7
月
2
0日
～
8
月
1
9

問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

▲ 高齢化社会がやって来ます

募
集
し
ま
す技

能
訓
練

生

社
会
復
帰
と
社
会
穆
加
を
め
ざ

す
方
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
を
行

い
ま
す
。

訓
練
期
間
・
時
間
1

年
間
(
週
2

回
)

午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
2
時
3
0分

場
所
　

心
身
陣
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
六
月
町
分
室

対
象
　
1
5
歳
以
上
の
肢
体
不
自
片

者
で

、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
ま
た
は
医
師
が
ぶ

要
と
認
め
る
方

内
容
　
手
工
芸
・
木
工
・
陶
芸
・

そ
の
他

四
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
匱
4
(

随
時
受
け
付
け
ま
す
▽

J
込
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
茜
甲

祉
セ
ン
タ
ー
　
8
8
3
6
1
7

国
民
年
金
の

お

知

ら

せ

国
民
年
金
未
加
入
の

2
4歳
・
3
4歳
の
方
へ

国
民
年
金
法
の
改
正
が
、
昭
和

叭
年
4
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
る

衍
、
年
金
に
つ
い
て
の
関
心
が
一

淑
と
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
や
、
老
後
の
生
活
設
計
は
年

金
を
中
心
に
考
え
る
時
代
に
な
り

支
じ
た
。

区
で
は
、
特
に
2
4歳
と
3
4歳
の

万
で

、
国
民
年
金
未
加
入
者
と
思

わ
れ
る
方
に
、
国
民
年
金
加
入
の

ご
案
内
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
、

呀
に
3
4歳
の
方
は
、
こ
の
時
期
に

加
入
し
な
い
と
年
金
の
受
給
が
で

き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

お
早
め
に
加
入
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
国
民
年
金
屎
適

用
係
へ
。

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料
納
付

7
月
は
、
第
2
期
分
(
7
～
9

月
)
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、
万

一
の
事
故
の
と
き
に
障
害
年
金

や
、母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
将
来
老
齢
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
検
認
係

国
民
年
金
相
談

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や
制

度
に
つ
い
て
『
く
わ
し
く
知
り
た

い
方
の
た
め
に
行
い
ま
す
。

当
日
は

、
足
立
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、質
問
、

相
談
等
を
お
受
け
し
穿
T

。

日
時
　
8
月
7
日

余
)
a
1配
n

時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所
　
区
役
所
2
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
適
用
係

国

民
健
康
保
健
の

お

知

ら

せ

加
入
届
は
お
早
め
に

退
職
等
に
よ
り
職
場
の
健
康
保

険
な
ど
、
他
の
医
療
保
険
を
や
め

た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぺ

ま
だ
、
届
け
出
を
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
国
民
健
康
保
険

課
、
ま
た
は
、
出
張
所
刄
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
縉
の

医
療
保
険
を
や
め
た
証
明
　
▽

世
帯
主
の
印
か
ん
　
▽
国
民
膕

康
保
険
証
(
国
民
健
康
保
険
扣

入
世
帯
に
入
る
場
合
)

※
退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
ろ

方
は
、
年
金
証
書
m
i
は
、
裁
定

通
知
書
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

資
格
係

保
険
料
の
訂
算
は
…

国
民
健
康
保
険
の
加
入
届
出
を

し
た
方
は
、
次
の
要
領
で
保
険
料

が
計
算
さ
れ
ま
す
。

(1)所俳割額( 皿瓜 税の 有る へか対象)

世畳 の 莠弌 険 ダ 令 員 の

昭 和60 鯲度 仕民 翦
× 1. 07

( 2)均等割額( 加入名一令ほか対象)

世帯の械似険 名一敗 × 9, 000 川

( 3) I ¨ |慴 咏 叺=( l ) +( ? J

※ 川 課限隋'顫( 温険料の 上限)
‥ ‥ ‥ l t 气 あ た り310, ( MI I l l

こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
た

保
険
料
を
、
納
入
癆
ま
た
は
口
座

振
鰆
に
よ
り
納
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
粡

戮
課
濕

保健事業
あ ん な い

電話番号・所在地一覧

足 立 保 健 所
11芦舛 町 畑 沼H576 3855- 4151

千 住 保 健 所
刋日巾f f l j 242

3888- 4277

中 央 本 町 保 健 相 談 所
中火夲町1161

HRn- r i f l 5

東 和 保 健 相 談 所
収- f l l 3" ―12 ―9

a606- 4 で

江 北 保健 相 談所
I wI 夲町23040

896- 4004
すすんで検診を受けまし ょう

訪
問
看
護
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す

寝
た
き
り
の
方
を
対
象
に
訪
問

君
護
指
導
を
実
施
し
て
い
毒
歹
の

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
在
宅
で
4
0歳
以
上
の
碩
た

き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容
　
療
養
方
法
、
曾
護
方

法
等
に
関
す
る
指
導
、
諸
制
度

の
活
用
方
法
等
に
関
す
る
指
導

な
ど

※
現
在
訪
問
贊
護
を
受
け
て
い
る

方
に
は
、
継
続
実
施
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所
・

保
健
相
談
所

訪
問
看
護
指
導
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

職
種
　
保
健
婦
、
看
護
婦

勤
務
内
容
　
4
0歳
以
上
の
寝
た
き

り
の
方
の
い
る
家
庭
を
訪
問

し
、
療
養
・
肴
護
方
法
等
の
保

健
指
導
(
週
2
日
裡
度
随
時
動

務
)

応
募
資
格
　
保
健
婦
助
産
婦
看
護

婦
法
に
よ
る
免
許
を
お
持
ち
の

健
康
な
方

勤
務
先
　
保
健
所
、
保
健
相
談
所

申
込
力
法
　
飃
歴
書
(
写
真
添
付
)

免
肝
証
写
し
を
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
7

月
3
1日

※
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
事
前
居

絛
を
行
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
保
健
計
画
徘

8
月
の

献

血
日

程

▽
2
日
(
金
)
…
足
立
車
検
場
(
南

花
畑
5
丁
目
)

▽
5
日
(
月
)
・・・
北
や
住
駅
西
口

▽
7
日
(
水
)
…
朝
日
信
刷
金
川

足
立
支
店
(
関
原
―
丁
目
)

▽
8
日
(
木
)
:
主

子
信
用
金
川

西
新
井
支
店
(
西
新
#
5

丁
目
)

▽
1
1日
(
日
)

…・・
北
千
住
駅
西
口

▽
1
4日
(
水
)
…
西
新
井
駅
東
口

▽
1
6日
(

金
)
…
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
綾
瀬
店

▽
1
9日
(

月
)
・
北
千
住
駅
西
口

▽
2
0日
(
火
)

…
竹
の
塚
駅
東
口

▽
2
4日
(
土
)

…
:酉
新
井
駅
東
口

▽
2
8日
(
水
)
・
飯
田
百
貨
店
鹿

浜
店
(
鳫
浜
7
r

目
)

▽
3
0日
(
金
)
・・・
北
千
住
駅
西
口

米
献
血
受
付
時
悶
は
、
午
前
1
0畔

か
ら
午
陂
3
時
3
0分
(
昼
食
休
献

時
間
を
除
く
)
ま
で
。

問
合
せ
先
　
葛
飾
赤
±
7
血
液
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)

ま

た
は
保
健
予
防
係

愛
犬
・
愛
猫
家
の

み
な
さ
ん
へ

▽
犬
や
猫
の
ふ
ん
は
、
必
ず
飼
い

主
が
始
末
し
、
湾
濔
な
衝
に
し

ま
し
ょ
う

▽
犬
の
散
歩
の
と
き
に
は
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
用
意
し
て
ふ
ん
を

始
末
し
ま
し
ょ
う

A
足
立
・
千
住
保
健
所
V

ひ ろ ば

=
催

し
=

☆
住
宅
デ
ー
を
開
催
　
今
年

も
区
内
5
0
ヵ
所
で
、
無
料
で

包
丁
と
ぎ
、
ま
な
板
削
り
、

住
宅
相
談
箜

茎

湎
/
7

月
2
1

日
(
日
)
午
前
1
0時
～
午

後
3
時
/
▽
東
京
土
建
一
般

労
働
絎
合
足
立
支
部
　
8
5
4
5
4
0
1

、
東
京
上
建
産
業
労

働
髮
l
毓
北
支
部
　
8
8
8
2
5

☆
年
月
不
足
の
た
め
の
恩
給

末
受
給
者
調
査
の
説
明
会
を

開
催
　
7

月
2
3日
(
火
)
午

後
1
時
～
5
時
/
梅
島
住
区

セ
ン
タ
ー
/
主
催
=

軍
人
軍

属
恩
欠
者
都
連
合
会
/

▽
荒

井
・
1
8
8
7
2
8
9
7

☆
夏
休
み
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

7
月
2
4日
(
水
)
午
後
2

時
か
ら
/
足
立
区
文
化
会
館
/

名
曲
で
つ
づ
る
グ
リ
ム
の

メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
等
/
大
人

・
2
千
6
0
0円
、
子
ど
も
・
千
6
0
0

円
(

指
定
席
)
/

▽
新
星

日
嚮
・
″
9
8
8
1
5
5
8

☆
大
輪
朝
願
展
示
会
7
　

月
2
5

日
～
3
1日
、
午
前
8
時
～
H

時
/
北
千
住
駅
西
口
交
番

隣
り
/
主
催
=
東
京
朝
顔
愛

好
会
/
実
費
で
栩
も
お
わ
け

し
ま
す
/

▽
野
口
　
8
8
1
2
2

☆
子
犬
・
子
猫
の
里
親
さ
が

し
　
8

月
2
4日
(
土
)
午
後
1
2

時
3
0分
～
3

時
3
0分
/
西

新
丼
ニ
チ
イ
第
2
駐
市
場
/

開
催
日
現
在
、
生
後
2
～
3

力
位
の
健
康
な
子
犬
、
子
猫

が
対
象
/
主
催
=
足
立
区
獣

医
師
会
/
▽
本
嗚
　
唹
9
7

=
募

集
=

☆
青
年
文
化
祭
出
演
団
体
募

集
　
H

月
に
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

の
発
表
を
主
と
し
た
青
年
文

化
祭
を
開
催
/
実
行
委
貝
会

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
/
7

月
2
2日
(
月
)
午
後
8
時
か

ら
/
青
年
館
/
▽
サ
ー
ク
ル

連
合
・
先
羅
　
8
9
0
0
0
6
1

☆
陳
式
太
極
拳
教
室

毎
週

火
曙
日
、
午
後
7
時
～
8
時
4
5

分
/
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
/
月
額
3
千
円
/

▽
曽

我
　
8
8
5
1
2
5
6

☆
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ーフ
ブ

学

生
時
代
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
経

験
の
あ
る
社
会
人
女
性
に
限

る
/
毎
週
月

…
木
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時
/
区
立
第
一

中
学
校
体
育
館
/
入
会
金
千

円

、
月
額
千
5
0
0円/

▽
荒
木

貎
5
5
2
5

☆
ギ
タ
ー
サ
ー
ク
ル
「
メ
ロ

デ
ィ
ア
ン
ー
フ
ェ
ロ
ー
」　

毎
週
土
曜
日

、
午
後
7
時
～
9

時
3
0分
/
竹
の
塚
第
2
丙

地
集
会
所
/
初
級
程
度
で
叩

歳
以
上
の
方
/

月
額
2
千
円
/

▽
岩
田
　

顫
3
9
4
3
(

午
後
7
後
以
降
)

☆
手
芸
サ
ー
ク
ル
「
エ
プ
ロ

ン
」　
▽
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

毎
週
月
曜
日
、
午
前
1
0時
か

ら
▽
軍
足
人
形

毎
週
火
曜

日
、
午
後
2
時
か
ら
▽
紙
粘

土

毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0

時
か
ら
/
い
ず
れ
も
野
崎
宅
(

佐
野
2
丁
目
)
で
/
5
0
0円
(

二
回
)
、
教
材
賢
実
費
/
▽

土
田
　
6
0
6
7
2
1
4
(

午
後
5

時
以
降
)

☆
太
極
拳
健
康
教
室

毎
週

土
剛
日
・
午
前
1
0時
～
H
時
3
0

分
/
中
央
本
町
体
育
館
/

月
額
2
千
円
/
▽
吉
川
　
那
1
7
3

☆
洋
鬣
教
室
　
▽
毎
週
月
曜

日
、
木
曜
日
の
2
コ
ー
ス
/

昼
の
部
午
前
1
0時
～
正
午
、

夜
の
部
午
後
6
時
～
8
時
/

佐
藤
宅
(
千
佳
元
町
)
/

月

額
3
千
円
/
▽
佐
藤
　
欒

☆
木
彫
研
究
会

毎
月
第
2

・
4
の
水
曜
と
金
曜
の
2
コ

ー
ス

午
前
1
0時
～
正
午
/

東
部
セ
ン
タ
ー
/
お
盆
な
ど

の
製
作
/
女
性
の
み
/
月
額

千
鵬
円
/
▽
土
門
　
6
2
0
1
4
8
7
(

午
浚
7
寺
～
9
き
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女性の力をいかそう

(
仮

称
)足立区婦人会館
管理・運営についての広聴会

区
で
は
、
昭
和
6
3年
7
月
開
館

を
め
ぎ
し
て
「
足
立
区
婦
人
会
館
」

(
仮
称
)
を
建
設
し
ま
す

。

婦
人
会
館
は
、
足
立
区
の
女
性

の
交
流
と
活
動
の
拠
点
と
し
て

、

婦
人
に
関
す
る
さ
ま
ざ
袤
な
事
業

を
行
っ
て
い
膏
稾
す
。

こ
の
婦
人
会
館
の
建
設
計
画
に

携
わ
っ
て
き
た
「
足
立
区
婦
人
対

策
連
絡
協
雁
会
」
で
は
、
区
と
共

催
で
婦
人
会
館
の
管
理
・
運
営
に

つ
い
て
の
広
聴
会
を
、
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
意
口
`
、

ご
希
望
を
お
よ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

A
簗
1
回
V

日
時
　
7

月
2
6日
(
金
)
、
午
後
7

時
～
9
時

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

A
第
2
回
v

日
時
　
7
月
2
7日
玉
)
、乍
後
2

時
～
4
時

場
所
　
産
業
振
興
館

問
合
せ
　先

婦
人
対
策

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
教
室

父
と

子
の

料

理

教

室

料
理
好
き
の
お
父
さ
ん
も
、
母

親
ま
か
せ
の
お
父
さ
ん
も
。
子
供

と
一
緒
に
手
づ
く
り
う
ど
ペ

カ

レ
ー
南
ぱ
ん
、
サ
ラ
ダ
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
8
月
2
5日
(
日
)
、午
前
9

時
5
分
土
正
午

場
所
　
胥
年
館

対
象
　
区
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
父
観

費
用
　
―
組
鵬
円
、
材
料
費
実
費

負
担
(
瞋
円
位
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
直
接

窓
口
(
先
譱
順
、2
0紕
ま
で
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
肖
年
館

さ

膳
0
0
6
1

夏
休
み
児
童
消
費
者
講
座

夏
の
探
検
…
お
や
つ
の
旅

な
に
け
な
く
囗
に
し
て
い
る
お

や
つ
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
問

。題
が

あ
り
ま
す
。

自
分
で
実
験
し
て
お
や
つ
の
正

体
を
さ
ぐ
っ
た
り
、
お
い
し
い
手

作
り
お
や
つ
に
挑
戦
し
て
夏
の
探

倹
=
・お
や
つ
の
旅
を
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い

。
(
父
ほ
の
尠
観
可
)

日
時
　
8

月
2
1、
2
2
日
、
午
前
1
0

時
1
正
午
(
2

日
間
)

場
所
　

青
年
館

対
象
　
小
学
4

年
生
～
中
学
生

内
容
・
講
師
　
▼
お
話
と
実
験
、

お
や
つ
の
お
化
雁
の
正
体
は
?

・
:
増
尾
清
氏
(
消
費
生
活
問
題

研
究
家
)
y
干
作
り
お
や
つ

に
排
戦
!
…

巾
川
佳
代
f

氏
(

料
理
研
究
家
)

持
っ
て
く
る
も
の
　
筆
記
n

、
エ

ブ
ロ
ン
、
上
ぱ
き

定
員
　
4
0
名
(
先
n
闍
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
消
費
者
セ
ン

タ
1
　
8
7
0
1
3
9
1

夏
休
み
特
別
投
映
会

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
映
画

映
画
の
毟
賁
の
あ
と
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
で
、
美
し
い
夏
の
星
空

へ
と
ご
案
内
し
ま
す
。

日
程
　
7

月
2
3
、3
0日
、8
月
6

、1
3

、2
0
、2
7日

時
間
　

午
前
1
0時
I
H

時
5
分

場
所

敦
育
セ
ン
タ
ー

内
容
　
了
ど
も
向
け
映
画
と
ブ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム

定
員
　
川
名
(
当
日
先
着
順
)

費
用
　
▼
1
5歳
以
下
・
:無
料
　

▼
1
6歳
以
上・・・
囹
円

問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ
ー
　
9
8
8
0
1青

少
年
将
棋
大
会

日
時
　
8
月
2
2日
采
)
、午
前
1
0

時
I
午
汝
4
時

場
所
　
産
業
振
興
館

対
象
　
1
8歳
未
満
の
区
民

定
員
　
扣
名
(
兇
6
碵
)

費
用
　
錮
円
(
軽
食
込
み
)

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
、
吐
接

窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
産
業
振
興
館

魯
眤
1
6
6
8

夏
休
み
工
作
教
室

楽

し

い
ロ

ー

ケ

ツ

染

め

好
き
な
楔
様
を
描
い
て
自
分
だ

け
の
ハ
ン
カ
チ
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

2
日
間
に
わ
た
っ
て
、ハ
ン
カ

チ
な
ど
に
ロ
ー
ケ
ツ
余
め
を
し
ま

す
。

日
時
　
8
月
6
日
～
7
日
、
午
後
1

時
3
0分
～
4
時

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
庄
の
小
学
4
～
6

年
生

定
員
　
6
0名
(
先
着
順
)

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
7
月
2
0日
午
前
1
0時

か
ら
電
話
予
約
(
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
切
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

ー
事
業
係

昔
8
5
0
8
8
0
1

学校給食展示会
現
在
、
足
立
区
立
小
中
学
校
の

給
食
が
ど
ん
な
様
子
か
ご
覧
に
な

り
ま
せ
ん
か

。
試
食
(
無
料
)
も

ぜ
ひ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
8
月
2
日
、3
日
、
午
前
H

時
～
午
後
5
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容
　
給
食
の
実
物
展
示
と
試

食
、
栄
養
指
導
、
写
真
展
示

な
ど

問
合
せ
先

学
　咬
給
食
指
導
拒

当

募
集

催
し
もの

第28 回
足 立 区 民

ラジオ
体 操
大会

日
時
　
7
月
2
8日
百
)
、午
前
6

時
～
7
時

場
所
　
四
新
井
橋
北
節
ト
グ
ラ
ン

ド
(
雨
天
、
グ
ラ
ン
ド
不
良
時

は
区
立
千
寿
第
三
小
体
育
館
)

問
合
せ
先
　
体
育
課

親
子
名
画

鑑
賞
会

日
時
　
8

月
3
日
工
)

、
第
I
回
:

午
後
2
時
3
0分
か
ら
、
第
2

回
…
午
匱
6
時
か
ら

場
所
　
産
業
振
興
館

内
容

「
未
知
と
の
遭
遇
に

鑑
賞
券
　
大
人
旛
円
、
子
ど
も
1
0
0

円
(
公
社
文
化
施
設
で
取
扱
中
)

問
合
せ
先
　
産
業
振
興
館

昔
眤

―人生80 年時代

長寿社会を健やかに 生きる
第
3
回
東
京
都

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
高
齢
者
の

健
康
増
進
と
相
互
交
流
の
促
進
を

は
か
る
た
め
、
第
3
回
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
程
　
1
0
月
2
4日
(
日
)

場
所
　
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園

総
合
運
動
場

内
容
　
陸
上
競
技
、
卓
球

、
テ
ニ

ス
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
弓
道
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技

対
象
　
印
歳
以
上
の
健
康
で
競
技

可
能
な
都
民

申
込
期
限
　
8

月
1
5日

申
込
方
法
　

直
接
窓
口
へ
(

申
込

用
紙
あ
り
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
福
祉
係

ま
た
は

、
足
立
区
社
会
福
祉
協

議
会
(

千
住
柳
町
1
2
1
5

昔

弸
1
5
5
0
)

受
講

生

募

集

第2 回
あ
し
だ
ち

大
学

日
時
・
内
容
　
左
表
の
と
お
り

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象
　
6
0
歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
動
(
前
回
受
講
去
を
除
く
)

で
全
回
通
し
て
受
講
で
き
る
方

定
員
　
5
0
名
念
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
)

費
用
　
無
料

申
込
力
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
り
、

あ
し
だ
ち
大
学
受
講
希
望
と
明

記
の
こ

こ

申
込
期
限
　
7

月
3
1日
消
印
有
効

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
0柬
綾
瀬
―
-
5
-
1
7

昔
莇
7
1
0

土
掲
示
板

□
税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
募
集

テ
ー
マ
は
税
に
関
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
何
で
も
。

応
募
規
定
　
1

人
―
編
で
3

千

字
以
内
、
末
尾
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、学
校
名
、
学
年
、学

校
の
所
在
地
を
記
入
の
こ
と

応
募
期
限
　
9

月
5
日

応
募
・
問
合
せ
先
　
足
ひ
税
務

薺
S

跏
6
2
4
1

、
西
新

井
税
務
署

魯
叩
-
1
1
1

□
職
業
訓
練
校
1
0月
生
募
集

募
集
科
目
　
ト
レ
ー
ス
(
昼
・

伎
)
、
経
理
事
務
(
昼
・
夜
)
、

テ
レ
ビ
(
夜
)

募
集
期
間
　
7

月
2
5日
～
8
月
9

日

選
考
日
　
8

月
2
1日

※
ど
な
た
で
も
応
募
で
孝
ま
す

が
、
科
目
に
よ
り
年
齢
制
限
が

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
職
業

訓
練
校

昔
6
0
5
6
1
4
6

□
製
靴
技
能
購
座
(
裁
断
コ
ー

ス
)

―
同
和
対
策
事
業

日
時
　
8
月
2
2、2
3、2
6、2
7、2
8

日
、
午
後
6
時
～
9
時
1
0

分
受
講
料
　
無
料

申
込
日
時
　
8
月
8
、9
日
、

午
前
9
時
～
午
後
7
時

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
職
業

訓
練
校
台
東
分
校
(
東
京
都

産
業
労
働
会
館
内

昔
8
7
6
2
9
6
1
)

□
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

都
で
は
、
労
働
行
政
の
晧
礎

資
料
と
す
る
た
め
、
乱
川
労
働

名
が
I
人
か
ら
2
9人
の
ポ
脱
櫻

事
業
所
で
働
く
方
々
の
給
5
、

労
働
時
間
な
ど
を
調
べ
る
調
査

を
、8
月
に
実
施
し
ま
す
。

爾
査
囘
か
伺
い
ま
し
た
ら
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
都
総
筋
局
毎
月
勤

労
統
計
係

霑
2
1
2
5
1
1
1
(

代
)

□
出
火
の
原
因
の
N
o
l
は

放
火
で
す
(
疑
い
を
含
む
)

家
の
回
り
の
燃
え
や
す

い
も
の
は
か
た
づ
け

、
ゴ

ミ
は
指
定
日
に
出
し

、
放

火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
な
お
夏
に
向
か
っ
て
花

火
に
起
因
す
る
火
災
、
や

け
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。A
区
内
3

消
防
署
V

5年に 一度の調査です。

10 月1日
国勢調 査

調 査にご 協力を。

東京都足立区

ご
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
養
所
「
あ
だ
ち
荘
」

1
0月
の
利
用
は
、
左
表
の
と

お
り
で
す
。利
用
申
し
込
み
は
1

傑
養
所
I
グ
ル
ー
プ
ハ
ガ
キ

ー
枚
に
限
り
ま
す
。

空
室
が
あ
る
場
合
は
、
利
用

日
の
3
日
前
ま
で
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
は
、
担
当
係
へ
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
(
電
話
可
)
。

A. M. K. U. 240. 000


